
通信
2012年２月15日発行
㈶伊賀市文化都市協会

第 8 0 号

伊賀市文化会館  TEL.0595（24）7015　 ふるさと会館いが  　TEL.0595（45）9125
青山ホール 　　 TEL.0595（52）1109　 あやま文化センター  TEL.0595（43）1125●チケットのお問い合わせ●

　伊
賀
地
域
に
も
珍
し
い
真
冬
の
裸
祭
り
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
。

　
伊
賀
市
馬
場
に
地
元
の
人
達
か
ら
「
河
合
の
祇
園
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
陽
夫
多
神
社
が
あ

り
ま
す
。
石
製
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
広
い
境
内
が
見
え

て
き
ま
す
。
大
き
な
下
拝
殿
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
樹

齢
数
百
年
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
２
本
の
大
き
な
杉
が
あ

り
目
を
引
き
ま
す
。
巨
木
の
横
に
あ
る
中
央
の
階
段
を

上
る
と
本
殿
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら「
縁
結
び
」「
産
業
」

の
神
と
し
て
、
特
に
「
厄
払
い
」「
病
気
平
癒
」
の
神

と
し
て
の
信
仰
が
篤
い
そ
う
で
す
。

　
毎
年
２
月
18
日
の
午
後
よ
り
、「
五
穀
豊
穣
」「
諸
産

業
繁
栄
」
を
祈
る
祈
年
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
そ
の
日
の
夜
に
裸
々
押
し
と
呼
ば
れ
る
神
事

が
真
冬
の
裸
祭
り
な
の
で
す
。
本
年
の
厄
年
有
志
が
ふ

ん
ど
し
姿
で
豊
作
、
家
内
安
全
、
厄
払
い
な
ど
を
願
っ

て
踊
り
ま
す
。輪
に
な
っ
て
肩
を
組
ん
で「
わ
っ
し
ょ
い
、

わ
っ
し
ょ
い
」
と
声
を
上
げ
な
が
ら
片
足
跳
び
で
左
右

に
動
く
素
朴
な
踊
り
で
す
。
踊
り
の
起
源
は
、
天
正
年

間
（
1
5
3
7
年
〜
1
5
9
2
年
、
概
ね
安
土
桃
山
時

代
）
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
、

氏
子
が
二
派
に
分
か
れ
て
（
上
は
、田
中
、馬
田
、千
貝
、

波
敷
野
、
下
は
、
馬
場
、
川
合
、
円
徳
院
、
大
江
）
肩

で
押
し
合
い
、
３
度
試
み
て
相
手
の
領
域
を
占
拠
し
た

回
数
で
勝
負
を
決
し
、
豊
凶
を
占
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
で
は
趣
も
変
わ
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
神
事
と

し
て
の
裸
踊
り
は
粛
々
と
続
い
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

寒
さ
厳
し
い
２
月
に
、
ふ
ん
ど
し
姿
で
踊
る
と
い
う
こ

と
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
た

方
は
、
踊
っ
た
後
に
は
何
と
も
言
え
な
い
爽
快
感
、
達

成
感
が
沸
い
て
く
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
賀
地
域
に
も
あ
る
の
で
す
ね
、
こ
ん
な
奇
祭
が
。

（
広
報
事
業
委
員

　奥

　真
也
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

好　
評

発売
中好　
評

発売
中

伊賀市文化会館

時間未定
一　般　　1,000円
※学生は、当日学生証  　
　　提示で、半額払い戻し　

（全席自由）
ふるさと会館いが

開場13：00　開演13：30
一　般　　1,000円
高校生以下 500円
（全席自由）

第１２回
能楽鑑賞会

東国原英夫
講演会

春風亭小朝
独演会

2/26日 4/21土好　
評

発売
中

伊賀市文化会館

開場13：00　開演13：30
一　般　　1,800円
（全席指定）

第３２回
新人演奏会
ｉｎいが

青山ホール

開場13：30　開演14：00
一　般　　1,200円
中学生以下 600円
（全席自由）

青山こどもミュージカル
オリジナルミュージカル「DICE」

2/25土 好　
評

発売
中

真
冬
の
裸
祭
り
　
　
　
　
　

〜
陽
夫
多
神
社  

裸
々
押
し
〜

4/8日

BUNTO
チケット情報

や
　
ぶ
　
た

だ
　
だ

3/4
発　
売
日

あやま文化センター

開場13：30　開演14：00
一　般　　500円
（全席自由）

5/20日　　

第７回
さんさん名曲
コンサート

3/24
発　
売
土

開場13：30　開演14：00

5/26土

ふるさと会館いが

一　般　　3,000円
（全席指定）

いっこく堂＆
原口あきまさの
爆笑パフォーマンスショー

2/19
発　
売
日

開場13：30　開演14：00

6/2土

ふるさと会館いが

一　般　　3,000円
（全席指定）

4/8
発　
売
日
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『太鼓とぼく』

　上野高校を卒業後、大学進学を機に伊賀を離れて約21年
が経ち、離れてからの生活の方が長くなりました。私は現在、
日本航空株式会社（JAL）において運航乗務員（パイロット）
として勤務しております。ご存知の通り弊社は2010年１月
の経営破綻以来、全社員一丸となって再建に取り組んでいる
ところで、多くの方々に大変なご迷惑をお掛けしたことにお
詫びを申し上げると共に、皆様からの多大なるご支援に心か
らお礼を申し上げます。
　乗務時に上空から伊賀を眺める度に、幼い頃の伊賀での思
い出、家族や友人など様々なことに思いを巡らせています。

かつて、出身地を “三重県の上野市” と紹介してもピンと来
ない方がほとんどで “伊賀” と紹介したほうが、「あぁ～、
忍者の・・・」とすぐに分かってもらえたものです。平成の
大合併で “伊賀市” が誕生してからは出身地の紹介も理解が
速くなりました。伊賀といえばまず忍者が連想されるようで、
海外でも “Ninja” は有名です。ただ、忍者以外にも松尾芭
蕉や、組紐、伊賀焼、伊賀牛、伊賀米などの特産品、また城
下町としての風情など、他にも貴重な財産が豊富にあるのに、
知る人ぞ知るといった程度で知名度が高くないのが残念に思
います。また、なでしこジャパンで注目を集める女子サッカー
の伊賀フットボールクラブくノ一の活躍にも期待したいと思
います。
　私が幼少の頃に比べて飛行機が一般的な乗り物になり、日
本各地さらには世界各地が随分身近な存在になりました。今
では修学旅行に飛行機をご利用頂く学校も増え、伊賀の方々
も飛行機で旅をする機会が増加しているのではないでしょう
か。残念ながら三重県には空港がありませんが、団体でご利
用頂く場合などにおいて、飛行機の種類や路線などの制限が
あるものの、JALでは “ご当地フライト” と称してご搭乗頂
くお客様あるいはその空港に縁のある乗務員にてフライトを
ご提供するといった取り組みもございます。
　伊賀から日本各地、そして世界との架け橋として、伊賀の
人々や文化の交流、また特産品などの発信のために、微力な
がらお手伝いが出来れば幸いです。

「伊賀と日本全国、そして世界との架け橋に・・・」
日本航空株式会社勤務　小山浩司

こう　じ 

柘植小学校４年　奥中凱心
かいしん

　ぼくは、つつじ祭りで初めて都美恵太鼓の演奏を見て、ぼく

もやってみたいと思い都美恵太鼓に入りました。最初は難しい

と思ったこともあるけど、今はとても楽しいです。

　ぼくが今まで一番楽しかった太鼓の演奏は、２０１０年の伊

賀の国和太鼓フェスティバルです。倭太鼓飛龍さんと一緒に演

奏しました。「花の風」は初めてで何度も何度も練習しました。

でも何度も練習しているうちに、この曲を叩くのが楽しくなり

ました。そして本番は少し緊張したけど、とてもうまくできました。

最後まで打ち終わった時、心の中で「ヤッター」と叫びました。

とても気持ちよかったです。

　帰っていくお客さんに「感動したわ」と言ってもらえて、頑張っ

て練習して本当に良かったと思いました。

　これからは大太鼓や組太鼓や、やったことのない太鼓をやっ

てみたいけど、まずは締太鼓を練習してもっと上手になりたい

です。そして、プロの和太鼓奏者になれたらいいなと思います。

奥中さんは写真中央

つ　み　え　たいこ しめ　だいこ

わ　だい　こ　ひりゅう

２月25日（土）青山ホールにて【青山こどもミュージカ
ルDICE】が行われます。「出演者オーディション」で選ば
れた30名の子どもたちによるミュージカルです。主役バ
ジルを演じる西田杏奈さん、お嬢様ローズを演じる中西
裕胡さんのお二人に、稽古の様子・本番への抱負などを
伺いました。
Ｑ．ミュージカルに挑戦するきっかけなど、教えて下さい。
Ａ．西田さん：ダンスを保育園の頃から習い始め、友達
に影響されてバレエや歌も習いだしました。小学４年の時、

ミュージカルにも挑戦し始めました。
　中西さん：３歳の頃、DICEの舞台を見たんです。その影
響かな？ダンスを始めました。後に杏奈さんに誘われて、
バレエも始めました。

Ｑ．稽古は楽しいですか？　つらい時などありませんか？
Ａ．西田さん：楽しいです、みんなで協力して本番に向けて
頑張ってます。先生に教えられたとおりに出来ないときは、
もっと練習しなきゃと思ってしまいます。

　中西さん：みんなで “いいもの”（舞台）を作る事は楽し
いです。またお芝居は別の自分になることが出来ます。先
生に注意されたりしたときは悔しいですが、もっと頑張ら
なきゃと思います。

Ｑ．お家でも練習をしているのですか？
Ａ．西田さん：歌とダンスは家族にチェックしてもらってい
ます。いつも感謝しています。

　中西さん：家で歌っていると「ここはこうじゃないの？」
などアドバイスをもらえます。

Ｑ．将来・これからの目標とか？　聞かせてください。
Ａ．西田さん：将来は「劇団四季」に入りたいです。先ずはこ
の舞台（DICE）をお客様に喜んでもらえる様に頑張ります。

　中西さん：将来は「プロのダンサー」になりたいです！ダ
ンスの先生や、ダンスに関係したお仕事がしたいと思って
います。

お二人とも、自分の役割や目的をハキハキと明確に話してく
れることに感動しました！　皆さんの稽古の様子も拝見し、
とても楽しく・イキイキとされていると感じました。当日の
舞台が楽しみです。　　　　　　（広報事業委員　下猶茂樹）

来る４月8日（日）伊賀市文化会館にて「第32回新人演
奏会inいが」が開催されます。伊賀から出演されるお二
人にお話を伺いました。

Ｑ．小さい頃からピアノを習っておられたのですか？
Ａ．４歳の頃から習い始めました。音楽に興味を持ち、母に
習いたいと言った記憶があります。
Ｑ．得意な楽曲は何ですか？
Ａ．ショパンやラフマ二ノフの楽曲が好きです。
Ｑ．伊賀からも皆さんを目標に、多くの子ども達が日々レッ
スンしています。ご自身の経験から何かアドバイスをいた
だけますか？
Ａ．私は指が短く大変苦労しました。それをカバーするため
に日々の練習と表現力を磨いています。自分の良い所を最
大限に生かし、表現してください。

Ｑ．将来は海外・更なるステージ
への勉強等にと、どんな夢をお
持ちですか？

Ａ．音楽のすばらしさや楽しさを
伝えられる演奏がしたいです。

Ｑ．今回の、ふるさと伊賀での演
奏会の意気込みと想い、聴きど
ころを教えて下さい。

Ａ．私が今まで学んできたことを
音楽に乗せて表現します。今回
の演奏する曲は、劇的なストー
リーがあるので、それを感じな
がらお聴き下さい。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

Ｑ．大学では、楽器ではなく声楽に進まれたのはなぜですか？
Ａ．歌うことが大好きだったことが、一番の理由だと思います。

悩むこともありますが、歌が
私の生きがいのような気がし
ます。

Ｑ．体調管理に一番気を使うの
はどんな事ですか？

Ａ．のどに関することを、一番
気にします。乾燥は特に支障
になるので、水分補給などを
常にしています。

Ｑ．普段はどんな音楽を聴いて
いますか？

Ａ．主にオペラです。特に好き
なのは、モーツァルトの「フィ
ガロの結婚」で、毎日聴いていても飽きません。

Ｑ．歌を通じてどんな夢をお持ちですか？　また、実現に向
け歩み始めていらっしゃるのですか？

Ａ．聴いてくださった方を笑顔に出来る演奏者になりたいで
す。大学から演奏の機会をいただき、多くの方に聴いてい
ただけるように、取り組んでいます。

Ｑ．今回の、ふるさと伊賀での演奏会の意気込みと想い、聴
きどころを教えて下さい。

Ａ．大学が名古屋ということもあり、伊賀の方にはなかなか
聴いていただけないので、今回の演奏会に出演させていた
だけることを、とても嬉しく思います。今回演奏するモー
ツァルトのモテットは、３つの楽章と１つのレチタティー
ボから成り立ちます。１楽章３楽章のコロラトゥーラや、
２楽章のきれいなメロディーが聴きどころだと思います。

コンサートでは伊賀の皆さんを魅了して下さい。とても楽し
みなコンサートになりそうですね。有難うございました。

（広報事業委員　南出ゆかり）

西田杏奈さん・中西裕胡さん
あん　な

おくしま　ま　　ほ い　お　た　ま　み

ゆ　う

奥島真秀さん・五百田真実さん

子どもたちによる元気なミュージカル開催！
さあ、今から始る人生ゲーム。
気まぐれな神様たちが、運命を決めるダイスを
振った。ころがるダイスが青年バジルとお嬢様
ローズの夢を、恋を、左右する。
二人の未来はどうなる？　「OH MY GOT!」

西田杏奈さん　　 中西裕胡さん

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

奥島真秀さん（ピアノ）

五百田真実さん（ソプラノ）
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「伊賀と日本全国、そして世界との架け橋に・・・」
日本航空株式会社勤務　小山浩司

こう　じ 

柘植小学校４年　奥中凱心
かいしん

　ぼくは、つつじ祭りで初めて都美恵太鼓の演奏を見て、ぼく

もやってみたいと思い都美恵太鼓に入りました。最初は難しい

と思ったこともあるけど、今はとても楽しいです。

　ぼくが今まで一番楽しかった太鼓の演奏は、２０１０年の伊

賀の国和太鼓フェスティバルです。倭太鼓飛龍さんと一緒に演

奏しました。「花の風」は初めてで何度も何度も練習しました。

でも何度も練習しているうちに、この曲を叩くのが楽しくなり

ました。そして本番は少し緊張したけど、とてもうまくできました。

最後まで打ち終わった時、心の中で「ヤッター」と叫びました。

とても気持ちよかったです。

　帰っていくお客さんに「感動したわ」と言ってもらえて、頑張っ

て練習して本当に良かったと思いました。

　これからは大太鼓や組太鼓や、やったことのない太鼓をやっ

てみたいけど、まずは締太鼓を練習してもっと上手になりたい

です。そして、プロの和太鼓奏者になれたらいいなと思います。

奥中さんは写真中央

つ　み　え　たいこ しめ　だいこ

わ　だい　こ　ひりゅう

２月25日（土）青山ホールにて【青山こどもミュージカ
ルDICE】が行われます。「出演者オーディション」で選ば
れた30名の子どもたちによるミュージカルです。主役バ
ジルを演じる西田杏奈さん、お嬢様ローズを演じる中西
裕胡さんのお二人に、稽古の様子・本番への抱負などを
伺いました。
Ｑ．ミュージカルに挑戦するきっかけなど、教えて下さい。
Ａ．西田さん：ダンスを保育園の頃から習い始め、友達
に影響されてバレエや歌も習いだしました。小学４年の時、

ミュージカルにも挑戦し始めました。
　中西さん：３歳の頃、DICEの舞台を見たんです。その影
響かな？ダンスを始めました。後に杏奈さんに誘われて、
バレエも始めました。

Ｑ．稽古は楽しいですか？　つらい時などありませんか？
Ａ．西田さん：楽しいです、みんなで協力して本番に向けて
頑張ってます。先生に教えられたとおりに出来ないときは、
もっと練習しなきゃと思ってしまいます。

　中西さん：みんなで “いいもの”（舞台）を作る事は楽し
いです。またお芝居は別の自分になることが出来ます。先
生に注意されたりしたときは悔しいですが、もっと頑張ら
なきゃと思います。

Ｑ．お家でも練習をしているのですか？
Ａ．西田さん：歌とダンスは家族にチェックしてもらってい
ます。いつも感謝しています。

　中西さん：家で歌っていると「ここはこうじゃないの？」
などアドバイスをもらえます。

Ｑ．将来・これからの目標とか？　聞かせてください。
Ａ．西田さん：将来は「劇団四季」に入りたいです。先ずはこ
の舞台（DICE）をお客様に喜んでもらえる様に頑張ります。

　中西さん：将来は「プロのダンサー」になりたいです！ダ
ンスの先生や、ダンスに関係したお仕事がしたいと思って
います。

お二人とも、自分の役割や目的をハキハキと明確に話してく
れることに感動しました！　皆さんの稽古の様子も拝見し、
とても楽しく・イキイキとされていると感じました。当日の
舞台が楽しみです。　　　　　　（広報事業委員　下猶茂樹）

来る４月8日（日）伊賀市文化会館にて「第32回新人演
奏会inいが」が開催されます。伊賀から出演されるお二
人にお話を伺いました。

Ｑ．小さい頃からピアノを習っておられたのですか？
Ａ．４歳の頃から習い始めました。音楽に興味を持ち、母に
習いたいと言った記憶があります。

Ｑ．得意な楽曲は何ですか？
Ａ．ショパンやラフマ二ノフの楽曲が好きです。
Ｑ．伊賀からも皆さんを目標に、多くの子ども達が日々レッ
スンしています。ご自身の経験から何かアドバイスをいた
だけますか？

Ａ．私は指が短く大変苦労しました。それをカバーするため
に日々の練習と表現力を磨いています。自分の良い所を最
大限に生かし、表現してください。

Ｑ．将来は海外・更なるステージ
への勉強等にと、どんな夢をお
持ちですか？

Ａ．音楽のすばらしさや楽しさを
伝えられる演奏がしたいです。

Ｑ．今回の、ふるさと伊賀での演
奏会の意気込みと想い、聴きど
ころを教えて下さい。

Ａ．私が今まで学んできたことを
音楽に乗せて表現します。今回
の演奏する曲は、劇的なストー
リーがあるので、それを感じな
がらお聴き下さい。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

Ｑ．大学では、楽器ではなく声楽に進まれたのはなぜですか？
Ａ．歌うことが大好きだったことが、一番の理由だと思います。

悩むこともありますが、歌が
私の生きがいのような気がし
ます。

Ｑ．体調管理に一番気を使うの
はどんな事ですか？

Ａ．のどに関することを、一番
気にします。乾燥は特に支障
になるので、水分補給などを
常にしています。

Ｑ．普段はどんな音楽を聴いて
いますか？

Ａ．主にオペラです。特に好き
なのは、モーツァルトの「フィ
ガロの結婚」で、毎日聴いていても飽きません。

Ｑ．歌を通じてどんな夢をお持ちですか？　また、実現に向
け歩み始めていらっしゃるのですか？

Ａ．聴いてくださった方を笑顔に出来る演奏者になりたいで
す。大学から演奏の機会をいただき、多くの方に聴いてい
ただけるように、取り組んでいます。

Ｑ．今回の、ふるさと伊賀での演奏会の意気込みと想い、聴
きどころを教えて下さい。

Ａ．大学が名古屋ということもあり、伊賀の方にはなかなか
聴いていただけないので、今回の演奏会に出演させていた
だけることを、とても嬉しく思います。今回演奏するモー
ツァルトのモテットは、３つの楽章と１つのレチタティー
ボから成り立ちます。１楽章３楽章のコロラトゥーラや、
２楽章のきれいなメロディーが聴きどころだと思います。

コンサートでは伊賀の皆さんを魅了して下さい。とても楽し
みなコンサートになりそうですね。有難うございました。

（広報事業委員　南出ゆかり）

西田杏奈さん・中西裕胡さん
あん　な

おくしま　ま　　ほ い　お　た　ま　み

ゆ　う

奥島真秀さん・五百田真実さん

子どもたちによる元気なミュージカル開催！
さあ、今から始る人生ゲーム。
気まぐれな神様たちが、運命を決めるダイスを
振った。ころがるダイスが青年バジルとお嬢様
ローズの夢を、恋を、左右する。
二人の未来はどうなる？　「OH MY GOT!」

西田杏奈さん　　 中西裕胡さん

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

奥島真秀さん（ピアノ）

五百田真実さん（ソプラノ）
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楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
今
年
も
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
た
。

大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
試
験
は
一
月
半
ば
に

終
わ
っ
た
が
、
私
立
中
学
、
高
校
、
各
大

学
の
入
試
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
、
若
人
に

は
正
念
場
と
な
る
。
少
子
化
で
、
ひ
と
昔
、

ふ
た
昔
前
の
よ
う
な
受
験
地
獄
と
い
う
言

葉
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
が
、
志
望

す
る
学
校
へ
入
ろ
う
と
思
う
と
、
ま
さ
に

狭
き
門
、
真
剣
勝
負
で
あ
る
。
本
人
は
勿

論
だ
が
、家
族
、特
に
親
に
と
っ
て
は
、も
っ

と
も
神
経
の
使
う
季
節
と
い
え
よ
う
。
幸

か
不
幸
か
、
わ
た
し
に
は
子
ど
も
が
い
な

い
か
ら
、
そ
の
不
安
や
心
配
の
度
合
い
は

分
か
ら
な
い
け
れ
ど―

―
―

。
し
か
し
、
受

験
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
事
柄
が
あ
る
。
大

学
受
験
生
を
二
週
間
ほ
ど
あ
ず
か
っ
て
一

緒
に
暮
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
も
う
三
十
年
近
く
も
前
の
こ
と
だ
ろ
う

か
。
受
験
地
獄
ま
っ
さ
か
り
の
時
代
の
こ

と
だ
。
身
内
同
然
の
親
友
か
ら
、
息
子
が

東
京
の
大
学
を
三
校
受
け
る
か
ら
、
そ
の

間
下
宿
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ま
れ
た

の
だ
。
一
家
は
仙
台
に
住
ん
で
い
た
。
い

い
わ
よ
と
二
つ
返
事
で
こ
た
え
た
も
の
の
、

17
才
の
男
の
子
を
、
し
か
も
受
験
生
を
ど

う
扱
っ
た
ら
い
い
の
か
、
内
心
ち
ょ
っ
と

戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
上
京
し
て
き
た
日
、
東
京
駅
ま
で
迎
え

に
行
く
と
、
特
急
か
ら
降
り
て
き
た
彼
は
、

い
き
な
り
首
が
痛
い
と
告
げ
た
。
何
と
い

う
こ
と
だ
。
背
高
い
背
中
い
っ
ぱ
い
の
大

き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
た
。
そ
の

重
い
こ
と
、
ベ
ル
ト
が
首
筋
に
く
い
こ
ん

で
い
た
の
だ
。「
何
持
っ
て
き
た
の
」「
参

考
書
」「
と
に
か
く
タ
ク
シ
ー
で
行
き
ま

し
ょ
う
」
び
っ
し
り
詰
ま
っ
た
リ
ュ
ッ
ク

の
底
で
、
お
土
産
の
お
菓
子
が
つ
ぶ
れ
て

い
た
。
そ
の
夜
、
風
呂
と
食
事
を
す
ま
せ

た
彼
の
首
を
、
わ
た
し
は
一
時
間
も
、
も

ん
だ
り
、
さ
す
っ
た
り
さ
せ
ら
れ
た
。

　
彼
の
第
一
志
望
は
早
大
、
あ
と
一
橋
と

明
治
を
受
け
る
と
い
う
。
滑
り
止
め
に
受

け
た
地
方
の
二
流
校
は
合
格
し
て
い
る
ら

し
い
。

　「
じ
ゃ
安
心
じ
ゃ
な
い
。
気
楽
に
受
け
な

さ
い
よ
」
わ
た
し
は
、
す
ぐ
に
参
考
書
を

ひ
ろ
げ
る
の
を
制
し
た
。
彼
は
成
績
も
校

内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
受
験
日
の
二
、

三
日
前
に
ガ
リ
勉
を
し
な
く
て
も
充
分
実

力
が
あ
る
の
だ
。

　「
試
験
の
こ
と
は
忘
れ
て
遊
び
ま
し
ょ

う
」
二
人
は
ト
ラ
ン
プ
に
興
じ
た
。

　
中
一
日
置
い
て
明
日
は
当
日
と
い
う
前

夜
、
彼
は
下
痢
だ
と
い
っ
て
、
三
十
分
置

き
に
ト
イ
レ
へ
行
き
一
睡
も
し
な
か
っ
た
。

悪
い
物
を
食
べ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
同

じ
物
を
食
べ
た
こ
っ
ち
は
何
も
な
い
。
も

う
ト
イ
レ
で
寝
な
さ
い
と
冗
談
口
に
な
っ

た
わ
た
し
に
、
彼
は
、
い
ざ
本
番
と
な
る

と
い
つ
も
こ
う
な
る
の
だ
と
嘆
い
た
。
ど

う
や
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
負
け
の
よ
う
だ
っ

た
。
翌
日
、
彼
は
試
験
中
に
腹
痛
に
な
り
、

午
後
の
部
を
受
け
ず
に
帰
っ
て
き
た
。

　「
ね
ぇ
、
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思
う
？
か

ん
じ
ん
要
の
本
番
に
お
か
し
く
な
る
な
ん

て…
…

治
る
方
法
は
あ
る
？
」
わ
た
し
は

酒
友
の
慶
大
の
助
教
授
に
問
う
た
。
助
教

授
だ
か
ら
助
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
慶
応
氏
は
、

一
晩
彼
を
僕
に
あ
ず
け
て
く
れ
な
い
か
と

言
い
、
翌
日
、
連
れ
出
し
て
行
っ
た
。
酒

豪
の
上
に
、
教
授
を
取
る
か
酒
を
取
る
か

な
ら
、
迷
わ
ず
酒
だ
と
言
い
切
る
男
で
、

も
う
二
億
円
は
呑
ん
だ
な
と
い
つ
も
豪
語

し
て
い
た
。
一
流
大
学
だ
っ
て
大
し
た
こ

と
は
な
い
。
こ
ん
な
だ
ら
し
の
な
い
呑
ん

べ
え
が
教
え
て
い
る
ん
だ
か
ら…

…

。
高

校
の
先
生
の
方
が
ず
っ
と
立
派
で
偉
い
ん

だ
ぞ
。
そ
れ
を
助
ち
ゃ
ん
は
我
が
身
で
彼

に
教
え
て
く
れ
る
ら
し
い
。
そ
の
日
の
深
夜
、

五
軒
の
は
し
ご
酒
を
サ
イ
ダ
ー
で
付
き

合
っ
た
彼
は
、
楽
し
か
っ
た
と
ご
き
げ
ん

で
帰
宅
し
た
。
が
、
た
っ
た
一
日
で
は
効

果
は
な
く
三
校
と
も
彼
は
途
中
で
試
験
場

を
あ
と
に
し
た
。

　
け
れ
ど
、
大
学
に
は
一
流
も
二
流
も
な
い
。

真
剣
に
勉
強
す
る
な
ら
世
間
が
決
め
る
二

流
で
充
分
だ
。
そ
う
理
解
し
た
よ
う
で
、

滑
り
止
め
の
大
学
に
入
り
、
優
秀
な
成
績

で
卒
業
し
、
無
事
就
職
も
し
た
。

　
結
婚
も
し
、
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
今
で

は
部
長
の
肩
書
き
を
持
つ
。

　
今
年
受
験
す
る
若
者
に
も
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
弱
く
体
調
を
崩
す
子
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
気
遣
う
親
も
い
る

だ
ろ
う
。
が
、
人
さ
ま
ざ
ま
。
人
間
万
事

塞
翁
が
馬
、
優
し
い
女
房
を
も
ら
っ
て
仲

良
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、

ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
二
番
目
の
幸
福
が
、
い
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
受
験
シ
ー
ズ
ン
」北

泉
優
子

三重大学　名誉教授　大原興太郎

　三重大学に36年間（農学部、生物資源学部）勤めて定年後、

松阪農業公園を運営する松阪協働ファームの代表取締役をさせ

ていただいています。伊賀研究拠点へは週一回勤務しています。

現場から学ぶことを大事にした研究を続け、ここでは主に加藤

進先生らと菜の花プロジェクトとその中心であるバイオディー

ゼル燃料ＢＤＦによる地域活性化などの研究をしています。

　元々は農業経営学・農村社会学・農業哲学などが専門だった

のですが、より具体的で現場にヒントになる研究を心がけてき

ました。現場重視の姿勢

から８年前に仲間たち

と三重スローライフ協

会を立ち上げて、地域お

こしや子供たちなど未

来につながる活動もし

ています。食や環境のあ

り方を見直していくこ

とがその大事な中身です。

　伊賀では一昨年から伊賀有機農業推進協議会が立ち上がって

います。有機の里・伊賀を目指して、理事としてその運動にか

かわれているのも喜びです。「天意に任せて人事を尽くす」を

モットーとして、働けるうちは何らかの形で地域にかかわって

生きていきたいと思っています。

おおはらこう　た　ろう

伊賀の恩人　加納直盛・直堅親子

　加納直盛（なおもり）は慶長17年（1612）上野に生まれ、

藤堂藩2代藩主高次に仕え加判奉行（かばんぶぎょう）と

して多くの新田開発に努めた。なかでも名張美旗新田地区

の灌漑用水路は「新田用水」と呼ばれ300年以上たった今

でも現役でこの地を潤している。

　美旗地区は小高い丘の上にあり水田には不向きなところ

であった。しかし、石高向上の新田開発のためには用水が

必要であり、承応４年(1655)上小波田と滝之原に大池を

作ったが、延宝３年（1675）６月、豪雨のため大池が決壊

した。父直盛の後を継いで加判奉行となった直堅（なおか

た）は、大池の復旧に努めるとともに、高尾村前深瀬川か

ら難工事の末に延々14㎞の用水路を延宝４年（1676）に

完成させ、新田99ha,新畑49haを開発した。この事業に

私財も投じた加納親子に村民は、加納神社(現在、美波多

神社に合祀)を建てその遺徳に感謝した。

　　　　　　　　　　　（広報事業委員　森　正美）

　15年前、北陸方面への旅行中、越前竹人形の里に立ち

寄り、初めて竹人形に出会いました。その時、竹人形の

美しい魅力に惹かれ、自分も竹を利用して何かできない

かと思い立ったのが作品作りを始めるきっかけでした。

それからは、暇を見つけて、越前竹人形の里へ通いました。

竹人形の里に着けば、色々飾ってある人形を目に焼き付

け、参考になる人形を購入して、それを見よう見まねで、

自分なりに作り始めたのです。竹を材料に人形を作り続

け、月日を重ねると、少しずつでも竹の持つ素朴な美しさ

を表現できるようになりました。

　ある時、ふと“伊賀上野の人間として、伊賀の名所・名

物を竹の細工で後の世に残したい”と思いつきました。伊

賀上野の財産は色々あるが、その中でも、芭蕉さんの俳

聖殿か、だんじりを作ることに全力を傾けようと決心し

ました。特にだんじりは、国指定重要無形民俗文化財の

天神祭の中でも重要な存在ですから、やりがいを感じま

した。私は、だんじりの縮尺図を持っていませんので、

頻繁にだんじり会館へ行って、実物を見て、制作に励み

ました。時間をかけてやっと、だんじり九基を完成し、

だんじり会館で展示してもらうため、市役所へ寄付しま

した。

　だんじり会館では、私の作った作品が各地から来られ

る大勢の観光客に楽しんで見てもらっています。それが、

私の人生という年輪の中で、最も誇りに思っていること

です。

　これからは、「上野城」を作りたいと思っていますが、

今年で卒寿を迎え、気の向くままに楽しんで生きたいと

思っています。人生万歳です。（広報事業委員　西岡時彦）

「気の向くままに、楽しみたい」
伊賀市上野桑町　西出　貢

ご本人とだんじり

辰の竹細工

たか　お　むらまえふか　せ　がわ

ぶ ん と 通 信第80号 4



多
情多

感
No.40

楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
今
年
も
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
た
。

大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
試
験
は
一
月
半
ば
に

終
わ
っ
た
が
、
私
立
中
学
、
高
校
、
各
大

学
の
入
試
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
、
若
人
に

は
正
念
場
と
な
る
。
少
子
化
で
、
ひ
と
昔
、

ふ
た
昔
前
の
よ
う
な
受
験
地
獄
と
い
う
言

葉
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
が
、
志
望

す
る
学
校
へ
入
ろ
う
と
思
う
と
、
ま
さ
に

狭
き
門
、
真
剣
勝
負
で
あ
る
。
本
人
は
勿

論
だ
が
、家
族
、特
に
親
に
と
っ
て
は
、も
っ

と
も
神
経
の
使
う
季
節
と
い
え
よ
う
。
幸

か
不
幸
か
、
わ
た
し
に
は
子
ど
も
が
い
な

い
か
ら
、
そ
の
不
安
や
心
配
の
度
合
い
は

分
か
ら
な
い
け
れ
ど―

―
―

。
し
か
し
、
受

験
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
事
柄
が
あ
る
。
大

学
受
験
生
を
二
週
間
ほ
ど
あ
ず
か
っ
て
一

緒
に
暮
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
も
う
三
十
年
近
く
も
前
の
こ
と
だ
ろ
う

か
。
受
験
地
獄
ま
っ
さ
か
り
の
時
代
の
こ

と
だ
。
身
内
同
然
の
親
友
か
ら
、
息
子
が

東
京
の
大
学
を
三
校
受
け
る
か
ら
、
そ
の

間
下
宿
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ま
れ
た

の
だ
。
一
家
は
仙
台
に
住
ん
で
い
た
。
い

い
わ
よ
と
二
つ
返
事
で
こ
た
え
た
も
の
の
、

17
才
の
男
の
子
を
、
し
か
も
受
験
生
を
ど

う
扱
っ
た
ら
い
い
の
か
、
内
心
ち
ょ
っ
と

戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
上
京
し
て
き
た
日
、
東
京
駅
ま
で
迎
え

に
行
く
と
、
特
急
か
ら
降
り
て
き
た
彼
は
、

い
き
な
り
首
が
痛
い
と
告
げ
た
。
何
と
い

う
こ
と
だ
。
背
高
い
背
中
い
っ
ぱ
い
の
大

き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
た
。
そ
の

重
い
こ
と
、
ベ
ル
ト
が
首
筋
に
く
い
こ
ん

で
い
た
の
だ
。「
何
持
っ
て
き
た
の
」「
参

考
書
」「
と
に
か
く
タ
ク
シ
ー
で
行
き
ま

し
ょ
う
」
び
っ
し
り
詰
ま
っ
た
リ
ュ
ッ
ク

の
底
で
、
お
土
産
の
お
菓
子
が
つ
ぶ
れ
て

い
た
。
そ
の
夜
、
風
呂
と
食
事
を
す
ま
せ

た
彼
の
首
を
、
わ
た
し
は
一
時
間
も
、
も

ん
だ
り
、
さ
す
っ
た
り
さ
せ
ら
れ
た
。

　
彼
の
第
一
志
望
は
早
大
、
あ
と
一
橋
と

明
治
を
受
け
る
と
い
う
。
滑
り
止
め
に
受

け
た
地
方
の
二
流
校
は
合
格
し
て
い
る
ら

し
い
。

　「
じ
ゃ
安
心
じ
ゃ
な
い
。
気
楽
に
受
け
な

さ
い
よ
」
わ
た
し
は
、
す
ぐ
に
参
考
書
を

ひ
ろ
げ
る
の
を
制
し
た
。
彼
は
成
績
も
校

内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
受
験
日
の
二
、

三
日
前
に
ガ
リ
勉
を
し
な
く
て
も
充
分
実

力
が
あ
る
の
だ
。

　「
試
験
の
こ
と
は
忘
れ
て
遊
び
ま
し
ょ

う
」
二
人
は
ト
ラ
ン
プ
に
興
じ
た
。

　
中
一
日
置
い
て
明
日
は
当
日
と
い
う
前

夜
、
彼
は
下
痢
だ
と
い
っ
て
、
三
十
分
置

き
に
ト
イ
レ
へ
行
き
一
睡
も
し
な
か
っ
た
。

悪
い
物
を
食
べ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
同

じ
物
を
食
べ
た
こ
っ
ち
は
何
も
な
い
。
も

う
ト
イ
レ
で
寝
な
さ
い
と
冗
談
口
に
な
っ

た
わ
た
し
に
、
彼
は
、
い
ざ
本
番
と
な
る

と
い
つ
も
こ
う
な
る
の
だ
と
嘆
い
た
。
ど

う
や
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
負
け
の
よ
う
だ
っ

た
。
翌
日
、
彼
は
試
験
中
に
腹
痛
に
な
り
、

午
後
の
部
を
受
け
ず
に
帰
っ
て
き
た
。

　「
ね
ぇ
、
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思
う
？
か

ん
じ
ん
要
の
本
番
に
お
か
し
く
な
る
な
ん

て…
…

治
る
方
法
は
あ
る
？
」
わ
た
し
は

酒
友
の
慶
大
の
助
教
授
に
問
う
た
。
助
教

授
だ
か
ら
助
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
慶
応
氏
は
、

一
晩
彼
を
僕
に
あ
ず
け
て
く
れ
な
い
か
と

言
い
、
翌
日
、
連
れ
出
し
て
行
っ
た
。
酒

豪
の
上
に
、
教
授
を
取
る
か
酒
を
取
る
か

な
ら
、
迷
わ
ず
酒
だ
と
言
い
切
る
男
で
、

も
う
二
億
円
は
呑
ん
だ
な
と
い
つ
も
豪
語

し
て
い
た
。
一
流
大
学
だ
っ
て
大
し
た
こ

と
は
な
い
。
こ
ん
な
だ
ら
し
の
な
い
呑
ん

べ
え
が
教
え
て
い
る
ん
だ
か
ら…

…

。
高

校
の
先
生
の
方
が
ず
っ
と
立
派
で
偉
い
ん

だ
ぞ
。
そ
れ
を
助
ち
ゃ
ん
は
我
が
身
で
彼

に
教
え
て
く
れ
る
ら
し
い
。
そ
の
日
の
深
夜
、

五
軒
の
は
し
ご
酒
を
サ
イ
ダ
ー
で
付
き

合
っ
た
彼
は
、
楽
し
か
っ
た
と
ご
き
げ
ん

で
帰
宅
し
た
。
が
、
た
っ
た
一
日
で
は
効

果
は
な
く
三
校
と
も
彼
は
途
中
で
試
験
場

を
あ
と
に
し
た
。

　
け
れ
ど
、
大
学
に
は
一
流
も
二
流
も
な
い
。

真
剣
に
勉
強
す
る
な
ら
世
間
が
決
め
る
二

流
で
充
分
だ
。
そ
う
理
解
し
た
よ
う
で
、

滑
り
止
め
の
大
学
に
入
り
、
優
秀
な
成
績

で
卒
業
し
、
無
事
就
職
も
し
た
。

　
結
婚
も
し
、
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
今
で

は
部
長
の
肩
書
き
を
持
つ
。

　
今
年
受
験
す
る
若
者
に
も
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
弱
く
体
調
を
崩
す
子
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
気
遣
う
親
も
い
る

だ
ろ
う
。
が
、
人
さ
ま
ざ
ま
。
人
間
万
事

塞
翁
が
馬
、
優
し
い
女
房
を
も
ら
っ
て
仲

良
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、

ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
二
番
目
の
幸
福
が
、
い
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
受
験
シ
ー
ズ
ン
」北

泉
優
子

三重大学　名誉教授　大原興太郎

　三重大学に36年間（農学部、生物資源学部）勤めて定年後、

松阪農業公園を運営する松阪協働ファームの代表取締役をさせ

ていただいています。伊賀研究拠点へは週一回勤務しています。

現場から学ぶことを大事にした研究を続け、ここでは主に加藤

進先生らと菜の花プロジェクトとその中心であるバイオディー

ゼル燃料ＢＤＦによる地域活性化などの研究をしています。

　元々は農業経営学・農村社会学・農業哲学などが専門だった

のですが、より具体的で現場にヒントになる研究を心がけてき

ました。現場重視の姿勢

から８年前に仲間たち

と三重スローライフ協

会を立ち上げて、地域お

こしや子供たちなど未

来につながる活動もし

ています。食や環境のあ

り方を見直していくこ

とがその大事な中身です。

　伊賀では一昨年から伊賀有機農業推進協議会が立ち上がって

います。有機の里・伊賀を目指して、理事としてその運動にか

かわれているのも喜びです。「天意に任せて人事を尽くす」を

モットーとして、働けるうちは何らかの形で地域にかかわって

生きていきたいと思っています。

おおはらこう　た　ろう

伊賀の恩人　加納直盛・直堅親子

　加納直盛（なおもり）は慶長17年（1612）上野に生まれ、

藤堂藩2代藩主高次に仕え加判奉行（かばんぶぎょう）と

して多くの新田開発に努めた。なかでも名張美旗新田地区

の灌漑用水路は「新田用水」と呼ばれ300年以上たった今

でも現役でこの地を潤している。

　美旗地区は小高い丘の上にあり水田には不向きなところ

であった。しかし、石高向上の新田開発のためには用水が

必要であり、承応４年(1655)上小波田と滝之原に大池を

作ったが、延宝３年（1675）６月、豪雨のため大池が決壊

した。父直盛の後を継いで加判奉行となった直堅（なおか

た）は、大池の復旧に努めるとともに、高尾村前深瀬川か

ら難工事の末に延々14㎞の用水路を延宝４年（1676）に

完成させ、新田99ha,新畑49haを開発した。この事業に

私財も投じた加納親子に村民は、加納神社(現在、美波多

神社に合祀)を建てその遺徳に感謝した。

　　　　　　　　　　　（広報事業委員　森　正美）

　15年前、北陸方面への旅行中、越前竹人形の里に立ち

寄り、初めて竹人形に出会いました。その時、竹人形の

美しい魅力に惹かれ、自分も竹を利用して何かできない

かと思い立ったのが作品作りを始めるきっかけでした。

それからは、暇を見つけて、越前竹人形の里へ通いました。

竹人形の里に着けば、色々飾ってある人形を目に焼き付

け、参考になる人形を購入して、それを見よう見まねで、

自分なりに作り始めたのです。竹を材料に人形を作り続

け、月日を重ねると、少しずつでも竹の持つ素朴な美しさ

を表現できるようになりました。

　ある時、ふと“伊賀上野の人間として、伊賀の名所・名

物を竹の細工で後の世に残したい”と思いつきました。伊

賀上野の財産は色々あるが、その中でも、芭蕉さんの俳

聖殿か、だんじりを作ることに全力を傾けようと決心し

ました。特にだんじりは、国指定重要無形民俗文化財の

天神祭の中でも重要な存在ですから、やりがいを感じま

した。私は、だんじりの縮尺図を持っていませんので、

頻繁にだんじり会館へ行って、実物を見て、制作に励み

ました。時間をかけてやっと、だんじり九基を完成し、

だんじり会館で展示してもらうため、市役所へ寄付しま

した。

　だんじり会館では、私の作った作品が各地から来られ

る大勢の観光客に楽しんで見てもらっています。それが、

私の人生という年輪の中で、最も誇りに思っていること

です。

　これからは、「上野城」を作りたいと思っていますが、

今年で卒寿を迎え、気の向くままに楽しんで生きたいと

思っています。人生万歳です。（広報事業委員　西岡時彦）

「気の向くままに、楽しみたい」
伊賀市上野桑町　西出　貢

ご本人とだんじり

辰の竹細工

たか　お　むらまえふか　せ　がわ

ぶ ん と 通 信5 第80号



岩倉峡公園キャンプ場 施設無料開放
桜のライトアップと夜桜バーベキュー！

入交家住宅特別企画

崇廣堂ワンコインＬＩＶＥ2012

津 軽 三 味 線
ピアノ×パーカッションの

響

歴史情緒あふれる武家屋敷入交家住宅を、書をモチーフにした
アート作品がいろどります。その美しき風情をゆっくりお楽しみ
ください。
【日　時】　３月10日（土）～３月25日（日）
　　　　　９：00～16：00
【場　所】　入交家住宅　伊賀市相生町2828番地
　　　　　※駐車場はございませんのでご了承ください。
【料　金】　大人200円／高・大学生150円／小・中学生100円
【体験会】　麗人画パフォーマンス（講師：柳澤一芸）
　　　　　３月18日（日）10：00～15：00
【出　展】　柳澤一芸（麗人画）、伊藤潤一（書家）、
　　　　　紅萌書庵、鈴木健一、辻田香代　他

書
武家屋敷

でいろどる
第５回
ゆめテクノ伊賀・こども大学
【日　時】　3月24日（土）
　　　　　午前の部 9：30～　午後の部 13：30～
【場　所】　ゆめテクノ伊賀 ３Fテクノホール （ゆめが丘1丁目３－３）

【参加料】　無料（傷害保険に加入します）
【対象者】　小学生（高学年向き）※3年生以下は保護者同伴

【定　員】　午前の部、午後の部　各３５名
【内　容】　・加藤特任教授による「コヒーラでLEDを光らせよう！」

BDF自家発電装置の説明とふかした肉まんの配布
・山本教授による「指紋検出実験・君も探偵になれる！?」

【持ち物】　単３乾電池２本、筆記用具
【申込受付】　３月５日（月）から「ゆめテクノ伊賀」☎41－1061にて受付
　　　　　※先着順とし、定員になり次第締切。
　　　　　※受付は平日の９時から17時まで。

ぶんと読書推進事業

絵本作家長谷川義史さんによる絵本の読み
聞かせや、その場で絵を描きながらお話を
進める「ライブ紙芝居」は必見！
【日　時】　３月25日（日）
　　　　　13：30～15：00
【場　所】　ふるさと会館いが　伊賀市下柘植6243
【対　象】　３歳以上
【定　員】　１６０名（参加無料）　※定員になり次第、締切。
【受　付】　３月４日（日）午前９時から下記にて
　　　　　整理券配布。(お一人3枚まで)
　　　　　■伊賀市文化会館
　　　　　■ふるさと会館いが
　　　　　■青山ホール
　　　　　■あやま文化センター

桜の時期に、桜のライトアップと
キャンプ場の無料開放を行います。
桜を見ながらのバーベキューや、
場内の散策の他、新しくなった遊
具もお楽しみください。
【日　時】　４月12日（木）・13日（金）・14日（土）
　　　　　11：00～21：00

ライトアップ時間　18：00～21：00
【場　所】　岩倉峡公園キャンプ場
【受　付】　バーベキュードームのテーブルをご利用される場合は、

事前に受付を済ませてください。
・使用時間　11：00～20：30 （１回４時間以内）
・貸付用具をご利用の際は、貸付用具代が必要となり
ます。

【お問合せ】　岩倉峡公園キャンプ場　☎24－0146
※期間中、午後６時から先着50名に、管理棟にて温かい飲み物を振る舞
います!  また、14日（土）はうどん等を販売するブースを設けます。

【日　時】　４月22日（日）17：30開場　18：30開演
【場　所】　史跡旧崇廣堂　講堂　※駐車場については、お問合せください。

【料　金】　一般　500円（全席自由）
【発売日】　２月18日（土）
【定　員】　１５０名（限定）
【出　演】　Ｌｕｎａｒｅ（ルナーレ）、 彌月大治（津軽三味線）、
　　　　　西村孝樹（津軽三味線）、尾崎江利子（ピアノ）、
　　　　　井狩温子（パーカッション）

参加無料

絵本ライブ 絵本の芽がでるとき
長谷川義史さん絵本

作家

-ＨＩＢＩＫＩ-

昨年６月、音楽が大好きな仲間が集まり伊賀にビッグバンドが
誕生しました。スウィングジャズをはじめ歌謡曲、演歌、アニ
メソングなどさまざまなジャンルの音楽に取り組んでいます。
ぜひ、生で、出演者と一緒に楽器の音色やアレンジ、舞台と客
席の一体感をお楽しみください。
【日　　　時】　５月19日（土）開場18：00　開演18：30
【場　　　所】　伊賀市文化会館ホワイエ
【料　　　金】　一般500円　会員450円
【発　売　日】　４月１日（日）　※限定140名
【出　　　演】　Happy　Friends　Orchestra
【予定演奏曲】　Ａ列車で行こう、ルパン三世　ほか
【協　　　力】　ヒルホテル サンピア伊賀
※お客さまに軽食やドリンクをお楽しみいただきながら、リラッ
クスして演奏を聴いていただくコンサートです。（飲食物は別
料金となります）

ワンコイン　ホワイエコンサート

「ビッグバンドに夢中!
  Happy Friends Orchestra!!」

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

ぶ ん と 通 信第80号 6
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65.5 古代祭祀のにわ「城之越遺跡」の芝生の上で、いにしえの風を感じ
ながらグラウンドゴルフを楽しみましょう！　入賞の他、ホールイン
ワン賞やラッキー賞もご用意しています！　お気軽にお申込ください。

【日　　時】　３月29日（木）14：00～
　　　　　　※小雨決行 予備日25日（金）

【会　　場】　城之越遺跡　伊賀市比土4724番地

【料　　金】　１人　200円
【定　　員】　50人
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。

【申込受付】　３月１７日（土）、9：00から☎22－0511にて申込受付

【日　時】　４月～11月　毎月木曜日２回（11月は１回のみ）
　　　　　４月12日・26日  ５月17日・24日  ６月14日・28日 
　　　　　７月12日・26日  ８月19日・23日  ９月13日・27日  
　　　　　10月11日・18日  11月 8日
　　　　　※雨天時は中止
【時　間】　９：30～12：00　

【場　所】　上野運動公園野球場芝生外野　伊賀市小田町1470番地
【料　金】　１人　100円（市外・市内関係なし）
【定　員】 　先着200名程度
【受　付】　当日現地にて８：50から受付
【協　力】　伊賀市グラウンドゴルフ協会　

集まれ！ グラウンドゴルフ仲間！集まれ！ グラウンドゴルフ仲間！
今年も、やります!～上野運動公園野球場一般開放～

★皆　勤　賞★ ※開催日（雨天時中止の場合は除く）全て出席された方に皆勤賞をプレゼント
　　　　　　　　　　　します！　初回のみ、出席カードを配布しますので、ぜひご参加ください！
★ラッキー賞★ ※毎回抽選でラッキー賞が当たります！　どんな賞品が当たるかお楽しみに！

Wチャンス

Enjoy！ ヒップホップエクササイズ
ヒップホップのリズムに乗って、楽しくカッコ良くエクササイズしてみま
せんか!？　音楽やダンスの動きを楽しみながら、自然とカラダを引き
締めることができます。ダンスが踊れないという方も、簡単な動きから
初めていきますのでお気軽にご参加ください。
【日　　時】　毎週土曜日・６回コース
　　　　　　第1期 ４月７日（土）～５月１９日（土）　※5/5休講
　　　　　　受付 19：00～　時間 19：30～20：30
【場　　所】　上野運動公園体育館　２階多目的室
【料　　金】　3,000円
【対 象 者】　一般(高校生以上)
【定　　員】　30名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　２月２５日（土）、10：00から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

※1回のお電話につき、4名様までとします。 

【日　　時】　毎週月曜日・10回コース
　　　　　　第1期 ４月２日（月）～６月１１日（月） ※4/30休講
　　　　　　受付 19：30～
　　　　　　時間 20：00～21：00
【場　　所】　阿山B＆G海洋センター　トレーニングルーム
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　一般(高校生以上)
【定　　員】　35名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　２月２５日（土）、13：00から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

エアロビクスZUMBA

【日　　時】　毎週木曜日・６回コース
　　　　　　第1期 ４月５日（木）～５月１７日（木） ※5/3休講
　　　　　　受付 19：00～
　　　　　　時間 19：30～20：30
【場　　所】　上野運動公園体育館　２階多目的室
【料　　金】　3,000円
【対 象 者】　一般(高校生以上)
【定　　員】　30名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　２月２5日（土）、15：00から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

ラテン系フィットネス 音楽に合わせて楽しくエクササイズ!

【日　　時】　毎週水曜日・10回コース
　　　　　　第1期 ４月４日（水）～６月１３日（水） ※5/2休講
　　　　　　受付 10：30～
　　　　　　時間 11：00～12：00
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター　第４研修室
　　　　　　伊賀市三田986番地の1
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　一般(高校生以上)
【定　　員】　30名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　2月27日(月)、13：00から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

※1回のお電話につき、4名様までとします。 

Let's YOGA in 交研

【日　　時】　毎週火曜日・10回コース
　　　　　　第1期 ４月3日（火）～６月１2日（火） ※5/1休講
　　　　　　☆元気ママクラス…10：00～10：50
　　　　　　☆ベビー＆ママクラス…11：00～11：50
【場　　所】　三重県立ゆめドームうえの　軽運動室
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　☆元気ママクラス…生後3か月から1歳までの乳児と保護者

☆ベビー＆ママクラス…１歳以上の未就園（所）児と保護者
【定　　員】　各15組
【講　　師】　日本3B体操協会公認インストラクター
【申込受付】　2月22日(水)、10：00から☎22－0511にて申込受付

◆◇詳しくは、伊賀市文化都市協会のHPをご覧ください◇◆

元気ママ＆ベビー・キッズ3B体操
子育て応援

Let's YOGA in 武道館
【日　　時】　毎週金曜日・10回コース
　　　　　　第1期 ４月６日（金）～６月１５日（金） ※5/4休講
　　　　　　受付 10：30～
　　　　　　時間 11：00～12：00
【場　　所】　伊賀上野武道館　会議室

伊賀市小田町524番地
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　一般(高校生以上)
【定　　員】　15名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　２月２４日（金）、13：00から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

※1回のお電話につき、2名様までとします。 

第３弾！ 気軽に楽しく！
古代遺跡で！ グラウンドゴルフ！

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

ぶ ん と 通 信7 第80号



・伊賀市文化都市協会　http://www.bunto.com
・ふるさと会館いが　http://www.ict.ne.jp/~furukan/

㈶伊賀市文化都市協会お問い
合わせ

ＴＥＬ.0595－22－0511
ＦＡＸ.0595－22－0512

〠518ー0809　三重県伊賀市西明寺3240番地の2　Ｅメール samazama@bunto.com

　
次
号（
81
号
）の
締
切
は
3
月
15
日
で

す
。
投
稿
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
★

印
の
方
に
「
第
７
回
さ
ん
さ
ん
名
曲
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
伊
賀
に
ち
な
ん
だ
川

柳
・
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
連
絡
先
・

必
要
な
ら
掲
載
用
の
柳
名
を
ハ
ガ
キ
・

F
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　
底
冷
え
も
伊
賀
の
み
や
げ
と
客
も
知
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
上
揖
男

　
風
光
る
街
も
お
城
も
客
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
沢
　
義
男

　
は
じ
め
て
の
孫
一
人
旅
伊
賀
の
地
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
鋭
子

　
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
固
や
き
握
り
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
岡
さ
ち
代

★
想
い
出
は
父
に
手
引
か
れ
上
野
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
貴
志

伊
賀
び
と
川
柳

伊
賀
び
と
川
柳

ぶ ん と 通 信第80号 8

青山ホール　　　　　　伊賀市阿保1411−1　TEL.52−1109

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

2/25㈯
14：00〜

子ども育成事業
青山こどもミュージカル

オリジナルミュージカル「DICE」
一般  1,200円
中学生以下600円

(財)伊賀市文化都市協会
�22-0511

3/3㈯
13：30〜

第18回
みんな集まれ青山の子ども 無　料 青山地区民生委員児童委員協議会

�52-3723 （会長　渡辺隆之）
3/18㈰

14：00〜
森内啓太

フルート＆オカリナリサイタル 1,000円 森内啓太フルート＆オカリナリサイタル実行委員会
�21-3072(山本) 090-9120-7129(川﨑)

3/25㈰
13：30〜

春だ☆わっしょい！！
和太鼓コンサート 無　料 青山太鼓保存会

�52-0516（中華料理 北京)
3/31㈯

13：30〜
地域芸術向上支援事業

♪春の小さなコンサート♪ 無　料 伊賀市教育委員会
�52-1110(青山公民館)

4/1㈰
13：15〜

2012
リトルピアニストコンサート 無　料 杼森啓子・松岡京子・和田多真紀

�６４-４３６２（杼森）
4/8㈰

14：00〜 第14回　ピアノコンサート 無　料 真島信子
�５２－２３５２

4/15㈰
12：30〜 第26回  リピートピアノ発表会 無　料 レスナーグループ “リピート”

�６４－１１２２（森田）

ふるさと会館いが　　伊賀市下柘植6243番地　TEL.45−9125

日 時 催 し 物 場 所 入 場 料 主催･問い合わせ

2/19㈰
12：30〜

㈳三重断酒新生会
一志伊賀ブロック結成３４周年記念大会 小ホール 無　料 ㈳三重断酒新生会　一志伊賀ブロック上野支部

�090-4468-4398（大西）
2/26㈰
13：30〜 第１２回 能楽鑑賞会 大ホール 一　　　般 1,000円

高校生以下 500円
(財)伊賀市文化都市協会
�22-0511

3/3㈯
14：00〜

伊賀市高齢者あんしん見守りネットワーク事業
長谷川和夫先生講演会「認知症と共に生きる」 大ホール 無　料 伊賀市・伊賀市社会福祉協議会

�47-1234（伊賀市社会福祉協議会 的場）
3/7㈬

10：00〜 絵本の時間 小ホール 無　料 いがまち公民館教室 絵本の時間
�45-9122（西川）

3/24㈯
18：30〜

2005年に活動を開始した
エレメントオブサプライズによるロックライブ 小ホール 無　料 Element of surprise

�43-0260（藤林）
3/25㈰
13：30〜

絵本作家 長谷川義史さん 絵本ライブ
絵本の芽がでるとき 小ホール 無　料

（要整理券）
(財)伊賀市文化都市協会
�22-0511

伊賀市文化会館　　伊賀市西明寺3240番地の2　TEL.24−7015

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

3/3㈯
14：00〜

人形浄瑠璃 文楽ワークショップ
文楽の「い」「ろ」「は」

一般1,000円
高校生以下 500円

㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

3/4㈰
10：30〜

ママとベビーのジョイフルコンサート
Ｖｏｌ．４

一般500円（小学生以上）
※未就学児無料（ただし整理券要）

㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

3/10㈯
12：30〜 NHKのど自慢（予選） 無　料

（整理券不要）
3/11㈰
11：45〜 NHKのど自慢 無　料

（整理券必要）
3/13㈫

10：00〜
第56回

新入学を祝うよい子のつどい 無　料 中日新聞社
�052-221-0671(普及事業部 曽我)

3/18㈰
10：00〜
14：00〜

ヤマハ音楽教育システム 
MUSIC　FESTIVAL　2012 無　料 ㈱さわ楽器

�23-8080(澤)

3/20（火・祝）
14：00〜

伊賀白鳳高等学校吹奏楽部
第１回定期演奏会 500円 伊賀白鳳高等学校吹奏楽部

�21-2110(砂原)
3/22㈭

13：30〜 いが見守り支援員養成講座 無　料 伊賀市社会福祉協議会
�21-5866(地域福祉課　船見)

3/25㈰
14：00〜

うたおう会10周年コンサート
～歌いましょう♪声を合わせて～ 500円 伊賀音楽療法研究会

�21-5866(事務局　吉田)
4/8㈰

時間未定
第32回

新人演奏会inいが
一般1,000円

※学生は当日学生証提示で半額払戻
㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

あやま文化センター　　伊賀市川合3370−29　TEL.43−1125

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

2/21㈫
13：30〜

全国食育交流フォーラム
2012

一般　500円
学生　 　無料

（要事前申込）
伊賀の里　モクモク手づくりファーム
�43-0909（小松・篠原）

2/25㈯
13：30〜

災害ボランティアコーディネーター
養成講座 無料 伊賀市社会福祉協議会

�21-5866（乾）
2/26㈰

10：00〜 タッチ･ザ・スタインウェイ 参加料 500円
（要予約）

(財）伊賀市文化都市協会
�45-9125（ふるさと会館いが）

4/8㈰
9：30〜 チャリティーカラオケコンサート 無料 阿山カラオケ愛好会 雉の会

�43-1270（藤原）

　「ぶんと通信」は伊賀の文化をお伝えして80号を迎えました。私としては
作文が苦手で、諸先輩方に叱咤激励をいただきながらの長い道のりだった気
がします。
　迫りくる原稿の締切りにおびえ、へたくそな文章が白日の下にさらされる
ことで夜中に目が覚めることも、それでも愛する故郷「伊賀」だからこそ自分
を奮い立たせて、心を込めてお伝えしようとしてまいりました。取材の度にた
くさんの地域の皆様にお世話になったことも本当にありがたく思っています。
　今年で14年目ですからそろそろ卒業？と聞けば、まだまだと聞こえる呪
縛から逃れるすべはありませんが、これからも「ぶんと通信」ともども、宜
しくお願い致します。    （広報事業委員　辻村勝則）

●編集部だより●●●●●●●●●●●●●●●

ゆめドームうえの　伊賀市ゆめが丘一丁目1番地の3　TEL.22−0590

日 時 催 し 物 場 所 主催･問い合わせ

 3/3㈯
9：00〜

第5回
伊賀市小学生ソフトバレーボール大会 第1 伊賀市小学生バレーボール連絡協議会

�21-5748（生中）

3/11㈰
9：00〜

第1回
伊賀市フットサルフェスティバル 第1

伊賀市教育委員会
伊賀市フットサルフェスティバル実行委員会
�22-9680（伊賀市教育委員会スポーツ振興課）

3/20（火・祝）
9：00〜 伊賀市小学生バレーボール六送会 第1、第2 伊賀市小学生バレーボール連絡協議会

�21-5748（生中）

　岩倉峡公園キャンプ場が3月15日よりオープンします。
　開設時間、受付等は次のとおりとなっていますので、春休み期間
中やゴールデンウィークのご利用を計画されている方はお早めに受
付を済ませてください。
◇開設期間等
　１．開設期間
　　　３月15日㈭から12月15日㈯
　２．開設時間
　　⑴３月15日㈭から４月19日㈭と、12月１日㈯から12月15日㈯

の間は、9：00〜16：00
　　⑵4月20日㈮から11月30日㈮までの間は終日となっています。
　　　○宿泊キャンプの1日の利用時間
　　　　利用する日の13：00から、翌日の10：00まで
　　　○デイキャンプの1回の利用時間
　　　　10：00〜16：00
　　※12月16日から3月14日までの間は、キャンプ場は休園します。
◇受付期間等
　１．受付期間
　　キャンプ場を使用しようとする日の、60日前から５日前までの
間に受付できます。

　２．受付時間
　　休日、土・日曜日を除く日の9：00〜17：00までの間、キャン
プ場管理棟において受付いたします。（TEL 24-0146）

　　ただし、キャンプ場開設期間中は、毎日9：00〜16：00の間に
受付いたします。

岩倉峡公園キャンプ場
“3月 15 日”オープン！！

◆訂正◆　ぶんと通信79号「夢ing」の文章中、13行目「いっしょにして
いきたいです」とありますが、「供にしていきたいです」の誤りです。お
詫びして訂正いたします。

ＮＨＫ津放送局、伊賀市、
(財)伊賀市文化都市協会
�ＮＨＫ津放送局　０５９－２２９－３０１２（平日　午前１０時～午後６時）
�伊賀市企画総務部　TEL２２－９６２１　FAX２２－９６２８
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